第27回技術倫理協議会議事録
日  時  2009年9月8日（火） 17：30～20：00
会  場  土木会館 Ａ会議室
出席者　議長：池田（土木）  幹事：櫛田（技術士会）、三木（電子情報通信）

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ：長島（機械）
委員：札野（工学教育）、皆川（土木）、中村（化学工学）、水野（技術士会）、
高橋（建築）、増田（建築）、矢野（原子力）、堤（機械）、大輪（機械）、
宅間（工学アカデミー）、山田（工学アカデミー）、伊藤（化学）、後藤（化学）、
佐々木（電気）、吉澤（電気、代理）
事務局：佐藤（土木）
配布資料

技術倫理協議会 委員名簿（2009.9.8）
資料－１ 第26回技術倫理協議会議事録
資料－２ 欠番
資料－３ 技術倫理協議会平成21年度シンポジウム(案)
資料－４ 技術倫理協議会の来年度以降の運営方針(提案)
資料－５ 日本工学会ＣＰＤ協議会規定

資料－６ 紙上フォーラム「技術倫理と技術者倫理」

資料－７ 土木学会の最近の取り組み
主要な議事

委員変更：椿原委員から剣持委員（日工協）、上野委員から宅間委員（工学ｱｶﾃﾞﾐｰ）
１．前回議事録確認（資料－１）
事務局から資料に基づき説明があり、議事録案を了承した。
２．倫理教育の実態調査アンケート継続の状況
皆川委員から、９月末まで期間を延長したアンケートの状況について説明があった。
· 現時点で、回答者が３０名程度増加して、約２００名となった。
· 前回までに回答があったところは頭打ちであるが、電気、機械などが増加している。
· 未だ少数グループがあり、周知をお願いしたい。

３．シンポジウムの開催計画
札野委員から、会場の関係で開催日を12月14日(月)に変更し、建築会館で開催することなどが提案され、審議の結果、以下の方針を確認した。

· 日時　；　12月14日(月)　10:00～16:00
· 会場　；　建築会館ホール（審議結果を受けて改めて申請）
・　主催等；　技術倫理協議会主催とし、構成学協会名を列記する。日本工学会に後援を依頼する。

· 構成　；　以下のプログラムで構成する

○開会挨拶及び目的説明(池田議長)

○技術倫理の概括(長島ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ)

○アンケート結果報告(皆川委員)

○企業(東芝)、高専(八代or有明)、大学(室蘭工大)、海外(札野委員)
○パネルディスカッション；発表者＋4～5学協会

○懇親会（予定）

· その他；　細部の計画内容に関しては、次回協議会で確認することとした。
４．技術倫理協議会の今後の運営体制
· 技術倫理協議会の安定的な運営の観点に加え、日本工学会の使命に鑑み、今後当協議会を日本工学会の活動に位置づける（ＣＰＤ協議会と同様）ことに関して池田議長から提案があり、各委員がこの方向性について各学協会に報告し、次回協議会で詰めることになった。

· なお、委員からは、以下の意見があった。

○総体的に賛成意見が多かった。

○技術者倫理協議会の独自性が損なわれないような配慮が必要である。

○協議会構成メンバーから安定的に事務局の引き受け手が出ればよいが、事務局引き受けは学協会の負担となる。

○日本工学会の活動に位置づけるのであれば今が好機である。
５．その他

· 電子情報通信学会：倫理綱領の改定版制定の最終段階にある。続けて、行動指針の作成と事例集の作成を進めている。

· 機械学会：審査請求のシステムができて5ヶ月たったが、実際の審査請求はない。9月14日午前に技術倫理のワークショップ(岩手大学、年次大会)を開く。
· 建築学会：『建築学会の技術者倫理教材』の刊行と講習会（6月:東京,大阪,福岡）の開催。日本建築学会大会　倫理部門研究懇談会　「技術者・研究者の倫理教育の現状とそのあり方」（8月28日 東北学院大学）の開催。
· 日本工学アカデミー：会員向けの機関誌に資料6のような内容で、技術倫理と技術者倫理の考え方を紹介し、技術倫理作業部会の議論の方向性を提示した。
· 原子力学会：今年はJCO臨界事故発生10年を迎えた事から、7/28の「倫理研究会」では、本事例を含め学生と社会人が意見交換を行うケース・スタディを実施。9/18午後に企画セッション「安全文化の醸成と技術倫理の関わり」（一般公開、東北大学）を開催。

· 技術士会：公益法人化に向けて、手続きを開始している。倫理要綱の改訂を目指し、倫理委員会にて検討中である。
· 日本化学会：倫理教育に関して、特に化学分野に適したテキスト、事例集を策定すべく検討を行っている。
· 電気学会：第2回技術者倫理研修会（9月9日開催）。実態調査アンケート協力依頼を電気電子系学科の会員に対して個別に実施した。
· 次回は、11月24日（火）17:30から土木会館Ａ会議室とする。

以上
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